
取り付けなどに保安部品を
絶対に使わない

車の保安部品（ステアリン
グ、ブレーキ系統やタンク
など）のボルトやナットを
使用すると、制動不能や発
火、事故の原因になります。

DC12 Vアース車で使用する
本機はDC12	Vアース車
専用です。DC24	V車（大型	
トラック、寒冷地仕様のディー

ゼル車など）には使用できません。火災や
故障の原因になります。

コード類は、運転や乗り降りの
妨げにならないように引き回す

ステアリング・シフトレバー・
ブレーキペダル・足などに巻き
付かないように引き回し、まと
めたり固定しておくなどしてく

ださい。事故やけがの原因になります。

配線・取り付け作業中は、
必ずバッテリーの端子をはずす

バッテリーの端子をつない
だまま配線・取り付け作業をす
ると、ショート事故による感電
やけがの原因になります。

 配線・取り付けに関するご注意

指定に従って配線・取り付けを
する

説明書に従って正しく配線・
取り付けをしないと、火災や
事故の原因になります。

分解・修理、および改造をしない
分解・修理、改造、コードの被
覆を切って他の機器の電源を
取るのは絶対におやめくださ
い。火災や感電、事故の原因に
なります。

取り付け・配線後は、車の電装品が
正常に動作することを確かめる

車の電装品（ブレーキ、ライ
ト、ホーン、ハザード、ウィ
ンカーなど）が正常に動作

しない状態で使用すると、火災や感電、
事故の原因になります。

ねじなどの小物部品は、乳幼児の
手の届くところに置かない

あやまって、飲み込む恐れ
があります。万一飲み込ん
だと思われるときは、すぐ
に医師にご相談ください。

コードを破損しない
傷つける、無理に引っ張る、	
折り曲げる、ねじる、加工する、
重いものをのせる、熱器具へ近
づける、車の高温部に接触させ
るなどしないでください。

断線やショートにより､火災や感電、事故の
原因になることがあります。
		車体やねじ・可動部（シートレールなど）へ
挟み込まないように、引き回してください。

		ドライバーなどの先で押し込まないでく
ださい。

		カメラのコードが傷つくと、傷の部分か
らコードを通してカメラ内部に湿気や水
が吸い込まれ、火災や感電、故障の原因に
なることがあります。

コードは、水が浸入しないように
車内へ引き込む

雨や洗車などの水が車内に浸
水すると、火災や感電の原因に
なることがあります。

配線・取り付け/取りはずしは、
専門技術者に依頼する

配線・取り付け/取りはずしに
は、専門技術と経験が必要です。
安全のため、必ずお買い上げの

販売店にご依頼ください。

 配線・取り付けに関するご注意

必ず付属品や指定の部品を
使用する

指定以外の部品を使用する
と、機器の内部を損傷したり、
しっかりと固定できずにはず

れるなど、事故や故障、火災の原因にな
ることがあります。

はずれたり・落下しないように
しっかり取り付ける

取り付け場所の汚れやワックス
などをきれいに拭き取り、確実
に固定してください。再貼り付
けや汎用の両面テープなどで取

り付けると接着が弱くなり、走行中にはず
れて落下し、事故やけがの原因になります。
ときどき接着や取り付けの状態（ねじがゆる
んでいないかなど）を点検してください。

 ご使用に関するご注意

車載用以外には使用しない
車載用以外（例えばレジャー	
ボートやアウトドアなど）に使
用すると、発煙・発火・感電やけ
が、故障の原因になることがあ
ります。

自動洗車機（高圧水）による洗車
をしない

カメラ内部に水が入ると、火災や
感電、故障の原因になります。ま
た、脱落して事故やけがの原因に
なります。

必ず目視による安全確認をしながらゆっくり移動する
カメラの映像は実際の距離と感覚が異なります。また、映し出す範囲には
限界があります。画面だけでなく、必ず目視による安全確認をしながら	
ゆっくり移動してください。人や物にぶつかり、事故の原因になります。

 ご使用に関するご注意


